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 第 1章では、細胞表層において標的蛋白質に対して選択的・部位特異的かつ tracelessな修飾が






































かつ tracelessな修飾が可能なリガンド指向性 tosyl化学（LDT 化学）を用いることで、薬剤のオ
フターゲット蛋白質の同定を行った。LDT 化学はリガンドの近接効果を利用するため、標的蛋白質
(オンターゲット)のみならず、オフターゲット蛋白質もラベル化可能であることが期待される。具
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